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よいしょ～の掛け声に合わせよいしょ～の掛け声に合わせ

酒々井町マスコットキャラクター
井戸っこ（しすいちゃん）

　酒々井小学校５年生を対象とした「米作り体験学習」
の一環として、12月5日に「酒々井小学校　収穫祭」が
同校の体育館で開かれました。
　子どもたちは、米作りに協力してくれた「酒々井里山
フォーラム」の方々と一緒にもちつきを体験。掛け声に
合わせ力強く杵を振り下ろしていました。
　出来上がったもちを食べた子どもたちからは、協力
団体への感謝の言葉と米作りを通して感じた自然の大
切さなどが聞かれました。

きね

A



　
町
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
第
５
次
酒
々
井
町
総

合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
ま
た
、

私
と
し
て
は
町
長
就
任
２
期
目
の

中
盤
を
迎
え
、
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
は
、厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
経
営
に
努

め
、
職
員
の
意
識
改
革
と
行
財
政

改
革
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち

へ
の
財
政
基
盤
づ
く
り
を
行
い
な

が
ら
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　
特
に
子
育
て
支
援
や
教
育
環
境

の
整
備
、
安
全
・
安
心
や
高
齢
者
、

障
害
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

な
ど
、
皆
様
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
基
本
構
想
で
掲
げ
た

将
来
都
市
像
「
人
　
自
然
　
歴
史

が
調
和
し
た
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

酒
々
井
」
の
実
現
に
向
け
、
町
特

有
の
地
域
資
源
を
活
か
し
、
住
ん

で
み
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

と
質
を
高
め
、
町
民
満
足
度
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

ま
す
。

◎
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大

　
小
学
校
６

年
生
ま
で
町

独
自
に
助
成

を
拡
充
し
て

い
た
子
ど
も

医
療
費
を
、

さ
ら
に
昨
年
４
月
診
療
分
か
ら
中

学
生
の
入
院
費
を
助
成
対
象
と

し
、
子
ど
も
の
保
健
の
向
上
と
保

護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
な
ど
、
子
育
て
支
援
対
策
の
充

実
を
図
り
ま
し
た
。

◎�

地
域
で
支
え
合
う
高
齢
者
施
策

の
充
実

　
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
な
ど
を
対
象
に
、平
常
時
の「
見

守
り
」
や
「
声
か
け
」、
非
常
時

の
避
難
支
援
な
ど
を
行
う
「
災
害

時
要
援
護
者
名
簿
登
録
制
度
」
を

創
設
し
、
地
域
の
方
々
の
協
力
に

よ
り
登
録
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
療
機
関

や
持
病
な
ど
の
救
急
時
に
必
要
な

情
報
を
保
管
す
る
「
救
急
医
療
情

報
キ
ッ
ト
」
を
配
布
す
る
な
ど
、

高
齢
者
を
地
域
全
体
で
支
え
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り

に
努
め
ま
し
た
。

◎
介
護
予
防
制
度
の
導
入

　
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
自
身
の

健
康
増
進
と
介
護
予
防
を
推
進
す

る
た
め
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
う
高
齢
者
に
対
し
て

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
「
介
護
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」
を
創
設

し
ま
し
た
。

◎�

国
際
化
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
人

材
の
育
成

　
異
文
化
を
理
解
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
児
童
・
生
徒

の
学
力
向
上
を
図
る
た
め
、
保
育

園
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
一
貫
し

た
英
語
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
中
学
生
12
人
を
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
へ
派
遣
す
る
な
ど
、
町
の
外

国
語
（
英
語
）
教
育
が
さ
ら
に
充

実
し
ま
し
た
。

◎
教
育
環
境
の
整
備

　
国
庫
財
源
を
有
効
に
活
用
し

て
、
夏
休
み
期
間
か
ら
集
中
し
て

工
事
を
行
い
、
酒
々
井
小
学
校
48

教
室
、
大
室
台
小
学
校
41
教
室
、

酒
々
井
中
学
校
56
教
室
の
普
通
教

室
と
特
別
教
室
の
各
部
屋
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
し
、
子
ど
も
た
ち
が

学
習
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
ま

し
た
。

明
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昨
年
を
ふ
り
か
え
っ
て

2

現地校で異文化交流

酒々井町長

小坂　泰久

「人　自然　歴史が調和した活力あふれるまち　酒々井」に向かって

～ 町の魅力づくりと
　　　住み続けたいまちづくりを進めます ～



◎
情
報
発
信
の
強
化

　「
酒
々
井
」
の
町
名
を
世
界
ブ

ラ
ン
ド
と
す
る
足
掛
か
り
と
し
て

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
英
語
、
中
国

語
、
韓
国
語
の
３
ヶ
国
語
対
応
と

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
「
井
戸
っ
こ
（
し
す

い
ち
ゃ
ん
）」
に
決
定
し
、「
勝
っ

タ
ネ
！
く
ん
」
と
と
も
に
町
民
の

郷
土
愛
を
育
み
な
が
ら
町
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
昨
年
４
月
か
ら
新
た

な
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
基

本
理
念
に
基
づ
い
た
将
来
都
市
像

の
実
現
に
向
け
、
各
種
施
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
地
方
分
権
の
進
展
や
社
会
環
境

の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

効
果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営

に
よ
り
、「
持
続
可
能
で
自
立
し

た
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、
地
域
活
動

や
住
民
参
加
意
欲
に
応
え
る
と
と

も
に
、
協
働
に
つ
い
て
の
町
全
体

の
機
運
を
高
め
、
町
民
、
区
や
自

治
会
の
皆
様
と
町
と
の
強
い
信
頼

関
係
を
持
っ
て
力
を
合
わ
せ
、
地

域
の
特
色
を
活
か
し
、
少
子
高
齢

化
の
中
に
あ
っ
て
も
、
質
の
高
い

住
み
や
す
い
町
、
住
み
続
け
た
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
待
機
児
童
対
策
を
進
め
る

ほ
か
、
小
・
中
学
校
の
子
ど
も
た

ち
が
学
習
し
や
す
い
環
境
の
整
備

に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
際
化
す

る
社
会
へ
の
対
応
や
中
学
生
の
国

際
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
小
学
６
年
生

ま
で
の
通
院
等
の
医
療
費
と
中
学

３
年
生
ま
で
の
入
院
費
を
無
料
化

し
て
お
り
ま
し
た
子
ど
も
医
療
費

の
助
成
に
つ
い
て
、
中
学
３
年
生

ま
で
の
通
院
費
等
ま
で
拡
大
し
、

さ
ら
に
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
施
策
で
は
、
新
た
に
創

設
さ
れ
た
「
災
害
時
要
援
護
者
名

簿
登
録
制
度
」を
さ
ら
に
推
進
し
、

地
域
の
方
々
と
の
連
携
を
深
め
る

と
と
も
に
、「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
」
に
よ
る
介
護
予
防

な
ど
高
齢
者
の
健
康
増
進
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
全

身
の
健
康
を
保
持
増
進
す
る
た

め
、
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
に

関
す
る
理
念
条
例
を
制
定
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
適
応
し

た
健
康
づ
く

り
を
推
進
し

ま
す
。

　
南
部
地
区
で
は
、
酒
々
井
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
設
さ
れ
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
酒
々
井
プ
レ
ミ
ア

ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
が
４
月
に
開

業
と
な
り
ま
す
。

　
成
田
空
港
に
隣
接
し
た
空
港
圏

と
し
て
交
通
の
利
便
性
が
図
ら
れ

る
一
方
で
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
開
業
に

伴
う
様
々
な
課
題
へ
の
対
応
も
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
こ
の
契

機
を
ど
う
取
り
込
み
、
活
用
し
て

い
く
か
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
年
間
３
５
０
万
人
の
来
客
が
見

込
ま
れ
る
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
内
へ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

の
設
置
を
は
じ
め
、
町
の
歴
史
的

な
文
化
遺
産
や
自

然
環
境
な
ど
町
独

自
の
特
性
や
強
み

を
核
と
し
て
最
大

限
に
情
報
を
発
信

し
、
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
と
と
も
に
酒
々

井
町
内
へ
の
集
客

を
図
り
、
地
域
が

活
性
化
さ
れ
る
こ

と
で
、将
来「
酒
々

井
」
の
名
は
世
界

ブ
ラ
ン
ド
に
な
り

得
る
も
の
と
期
待

を
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
今
後
は
、
若
い

世
代
の
定
着
と
流

入
が
重
要
で
あ

り
、
高
齢
化
の
時

代
に
あ
っ
て
も
将
来
に
希
望
の
持

て
る
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
生

活
に
身
近
な
施
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
後
も
町
民
の
皆
様

の
負
託
に
こ
た
え
る
た
め
、
皆
様

の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て

す
ば
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

本
年
に
向
け
て
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酒々井インターチェンジ（イメージ）

酒々井プレミアム・アウトレット（イメージ）



﹁
地
域
防
災
計
画
﹂

﹁
災
害
時
要
援
護
者
支
援
計
画
﹂

　
　
　
　
　 

︵
素
案
︶
の
意
見
を
公
募

　
町
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
と

き
の
対
応
や
防
災
対
策
な
ど
一
連

の
災
害
対
策
に
つ
い
て
示
さ
れ
て

い
る「
酒
々
井
町
地
域
防
災
計
画
」

の
修
正
お
よ
び
「
酒
々
井
町
災
害

時
要
援
護
者
支
援
計
画
」
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
計
画
の
素
案
を
公

表
し
、
意
見
公
募
を
行
い
ま
す
。

閲
覧
・
募
集
期
間
　
１
月
15
日
㈫

～
２
月
５
日
㈫

閲
覧
場
所
　
役
場
総
務
課
、
健
康

福
祉
課
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
連
絡

先
、
表
題
を
記
入
し
、
次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
意
見
提
出
の
様
式
は

問
い
ま
せ
ん
。

①
総
務
課
・
健
康
福
祉
課
窓
口

②
郵
送
（
２
月
５
日
㈫
必
着
）

③
フ
�
ッ
ク
ス
　
④
電
子
メ
ー
ル

（soum
u@
tow
n.shisui.chiba.jp

）

※
町
は
、
提
出
さ
れ
た
意
見
を
十

分
考
慮
し
、
最
終
的
な
意
思
決
定

を
行
い
ま
す
。

提
出
先
　
〒
２
８
５
︲
８
５
１
０

中
央
台
４
︲
11
　
総
務
課
危
機
管

理
室

（
４
９
６
）
４
５
４
１

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
危
機
管
理

室
☎

２
１
６

　１月１日付け

で、法務大臣から

星野建一郎さんが

人権擁護委員に再

任されました。

　星野さんには引

き続き人権相談や

啓発等にご尽力い

ただきます。

　なお、町は毎月第 2火曜日に人権相談

を行っています。人権のことでお悩みの

方は、お気軽にご相談ださい。

問い合わせ　人権推進課人権啓発班
　　　　　　☎ ３３１

　
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
子

ど
も
（
平
成
18
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の

保
護
者
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り

入
学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
入
学
通
知
書
を
説
明
会

当
日
に
配
布
し
ま
す
。

　
な
お
、
各
会
場
と
も
駐
車
場
が

少
な
い
た
め
、
車
で
の
来
校
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
上
履
き
と
筆
記
用
具

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

期
　
日
　
１
月
25
日
㈮

受
　
付
　
９
時
～
９
時
20
分

会
　
場
　
酒
々
井
小
学
校
３
階
ラ

ン
チ
ル
ー
ム

期
　
日
　
１
月
22
日
㈫

受
　
付
　
９
時
40
分
～
９
時
55
分

会
　
場
　
大
室
台
小
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課

☎

３
１
２

大
室
台
小
学
校
区

酒
々
井
小
学
校
区

小学校
　入学説明会

10大10大10大2012年
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6 地域で学校を応援　大室台小学校で
学校支援地域本部が設立　　 （６月）6 地域で学校を応援　大室台小学校で
学校支援地域本部が設立　　 （６月）

7 貸館事業が拡大　中央公民館が月曜日
も開館　　　　　　　　　　   （６月）7 貸館事業が拡大　中央公民館が月曜日貸館事業が拡大　中央公民館が月曜日貸館事業が拡大　中央公民館が月曜日
も開館も開館も開館も開館

8 町マスコットキャラクターが「井戸っこ
（しすいちゃん）」に決定      （11月）8 町マスコットキャラクターが「井戸っこ町マスコットキャラクターが「井戸っこ
（しすいちゃん）」に決定（しすいちゃん）」に決定

9 ふるさと大使に大野ケイスケさんと
福留強さんが就任　　　　   （11月）9 ふるさと大使に大野ケイスケさんとふるさと大使に大野ケイスケさんとふるさと大使に大野ケイスケさんと
福留強さんが就任　　　　   （11月）福留強さんが就任　　　　   （11月）福留強さんが就任　　　　   （11月）福留強さんが就任　　　　   （11月）

10 町内全ての小中学校にエアコンが
設置完了　　　　　　　      （12月）

1 大室台小学校の地域安全マップが
県最高位の最優秀賞を受賞   （２月）1 大室台小学校の地域安全マップが大室台小学校の地域安全マップが
県最高位の最優秀賞を受賞   （２月）県最高位の最優秀賞を受賞   （２月）

2 新たなまちづくり計画（第５次酒々
井町総合計画）がスタート   （４月）2 新たなまちづくり計画（第５次酒々新たなまちづくり計画（第５次酒々新たなまちづくり計画（第５次酒々
井町総合計画）がスタート   （４月）井町総合計画）がスタート   （４月）井町総合計画）がスタート   （４月）

3 保育園から中学校卒業まで一貫した英語
教育がスタート　中学生は夏休みにオー
ストラリアで国際交流　　　　（４月）

3 保育園から中学校卒業まで一貫した英語保育園から中学校卒業まで一貫した英語
教育がスタート　中学生は夏休みにオー教育がスタート　中学生は夏休みにオー
ストラリアで国際交流

4 医療費負担の軽減　子ども医療費助
成を中学生の入院費まで拡大（４月）4 医療費負担の軽減　子ども医療費助医療費負担の軽減　子ども医療費助医療費負担の軽減　子ども医療費助
成を中学生の入院費まで拡大（４月）成を中学生の入院費まで拡大（４月）成を中学生の入院費まで拡大（４月）成を中学生の入院費まで拡大（４月）

5 町ハーブガーデンが開園２０周年を
迎える　　　　　　　　　　（５月）

こんなこと
が

ありました
こんなこと

が

ありました

4

星
ほしの

野　建
けんいちろう

一郎さん
（中央台）

人権擁護委員に
　 星野さんが再任



医
療
費
節
約
の
ポ
イ
ン
ト

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
医
療
の
節
約
に
努
め
ま
し
ょ
う

　
平
成
23
年
度
の
医
療
費
（
０
歳

か
ら
74
歳
ま
で
）
は
、
19
億
１
，

３
８
８
万
９
千
円
と
な
り
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
率
で
は
４
．

４
％
、
金
額
で
は
８
，
０
３
７
万

円
増
加
し
ま
し
た
。

　
１
人
当
り
の
医
療
費
は
、
２
９

４
，
０
８
３
円
で
、
前
年
度
と
比

較
す
る
と
３
．
６
パ
ー
セ
ン
ト
、

１
０
，１
６
９
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
医
療
費
が
増
え
る
要
因
は
、
医

療
の
進
歩
・
高
度
化
に
よ
る
診
療

費
用
の
増
加
、
生
活
習
慣
病
な
ど

の
長
期
治
療
を
必
要
と
す
る
慢
性

疾
患
患
者
の
増
加
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　〈
グ
ラ
フ
１
〉
は
、
１
人
当
り

の
年
度
別
の
医
療
費
を
示
し
た
も

の
で
す
。

　
近
年
の
伸
び
は
著
し
く
、
平
成

19
年
度
か
ら
23
年
度
の
４
年
間
で

５
６
，
１
０
４
円
も
増
加
し
、
国

民
健
康
保
険
財
政
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。

　〈
グ
ラ
フ
２
〉
は
、
診
療
内
容

別
の
金
額
と
構
成
割
合
の
内
訳
で

す
。

　
医
療
費
が
今
後
増
え
て
い
く
こ

と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

国
保
税
な
ど
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
国
民
健
康
保
険
の
財
源
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
医
療

費
が
増
え
れ
ば
国
民
健
康
保
険
財

政
を
圧
迫
し
、
国
保
税
の
引
き
上

げ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
医
療
費
の
節
約
の
ポ

イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま

す
の
で
、
ご
参
考
に
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

①�

生
活
習
慣
を
改
善
し
て
定
期
的

な
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
生

活
習
慣
病
の
予
防
が
不
可
欠
で

す
。
日
頃
か
ら
食
生
活
・
運
動
・

休
養
に
十
分
心
が
け
、
健
康
寿
命

を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

②�����

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ

　
う
。

　
病
気
に
な
っ
て
、
ど
の
医
療
機

関
を
受
診
し
た
ら
良
い
か
迷
う
こ

と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
と
き
の
た
め
に
も
信
頼
の

お
け
る
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

　
自
分
の
判
断
で
あ
ち
ら
こ
ち
ら

と
医
療
機
関
を
巡
っ
て
し
ま
い
結

果
的
に
医
療
費
が
多
額
に
な
っ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
よ
く
あ
り
ま

す
。

③�

医
療
機
関
へ
は
診
療
時
間
内
に

受
診
し
ま
し
ょ
う

　
診
療
時
間
外
に
受
診
す
る
と
、

本
来
の
診
療
費
の
ほ
か
に
別
料
金

が
加
算
さ
れ
ま
す
。
緊
急
時
以
外

は
、
診
療
時
間
内
に
か
か
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

④�

か
か
り
つ
け
の
薬
局
を
持
ち
ま

し
ょ
う

　
複
数
の
医
療
機
関
か
ら
薬
が
処

方
さ
れ
て
い
る
方
は
、
薬
の
重
複

や
飲
み
合
わ
せ
に
よ
る
副
作
用
を

防
止
す
る
た
め
に
も
、
か
か
り
つ

け
の
薬
局
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

⑤
薬
代
も
節
約
で
き
ま
す

　
医
療
費
の
約
２
割
が
薬
代
（
調

剤
）
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
（
後
発
医
薬
品
）
に
変
更
で
き

る
も
の
で
あ
れ
ば
、
長
く
飲
み
続

け
る
場
合
な
ど
は
、
相
当
な
節

約
に
な
り
ま
す
。
処
方
せ
ん
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
医
師
や
薬
剤
師
に

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

新
薬
の
特
許
（
20
年
～
25
年
）
満

了
後
に
発
売
さ
れ
、
新
薬
と
同
じ

効
き
目
で
、
価
格
は
新
薬
の
約
３

割
か
ら
７
割
相
当
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
国
保
班

☎

１
２
３

医
療
費
が
国
民
健
康
保
険
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す

23年度診療内容別金額・構成割合

（　）内は22年度値

入院
　6億6,033万円
（6億5,303万円）

　1億5,530万円
（1億5,422万円）

　3億8,311万円
（3億5,037万円）

その他　2,554万円
　　　（2,361万円）

　6億8,960万円
（6億5,227万円）

入院外（外来）

歯科

調剤（薬代）

34.3％（35.6％）

8.1％（8.4％）

20.0％（19.1％）

　1.3％
（1.3％）

36.1％（35.6％）

１人当たりの医療費の推移（０歳～74歳）
（円）

酒々井町

千葉県平均

19年度

237,979

237,753

20年度

246,153

247,737

21年度

273,291

255,079

22年度

283,914

264,189

23年度

294,083

210,000

230,000

250,000

270,000

290,000

310,000

〈グラフ１〉

〈グラフ２〉
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【
平
成
24
年
分
か
ら
新
た
に
改
正

さ
れ
た
点
】

　
税
制
改
正
に
よ
り
、
生
命
保
険

料
控
除
が
〈
表
１
〉
の
と
お
り
見

所
得
税
・
住
民
税
の
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

直
さ
れ
ま
し
た
。

①�

現
行
の
「
一
般
生
命
保
険
料
控

除
」「
個
人
年
金
保
険
料
控
除
」

に
加
え
て
、
平
成
24
年
１
月
１

日
以
降
に
締
結
し
た
保
険
契
約

等
（
新
契
約
）
に
、新
た
に
「
介

護
医
療
保
険
料
控
除
」
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

②�

全
体
の
控
除
適
用
限
度
額
が
所

得
税
は
最
高
12
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
住
民
税
は
現
行

ど
お
り
７
万
円
で
す
。

【
平
成
23
年
分
か
ら
改
正
さ
れ
て

い
る
点
】

　
扶
養
控
除
が
〈
表
２
〉
の
と
お

り
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

①�

年
少
扶
養
親
族
（
16
歳
未
満
の

扶
養
親
族
）
に
対
す
る
扶
養
控

除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

②
�16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
方
に
対

　�

す
る
扶
養
控
除
に
つ
い
て
は
、

　�

上
乗
せ
部
分
が
廃
止
さ
れ
、
扶

養
控
除
の
額
が
所
得
税
で
38
万

円
、
住
民
税
で
33
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
扶
養

親
族
の
範
囲
は
、
19
歳
以
上
23

歳
未
満
の
方
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
公
的
年
金
の
収
入
金
額
が
４
０

０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
そ

の
他
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下

で
あ
る
場
合
に
は
、「
所
得
税
の

確
定
申
告
」
を
す
る
必
要
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

医
療
費
控
除
を
加
え
る
な
ど
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
に
は
、

確
定
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
公
的
年
金
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
で
所
得
税
の
確
定
申

告
が
不
要
な
場
合
で
も
、「
住
民

税
の
申
告
」は
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
住
民
税
班

☎

１
１
２ 

・
１
１
３ 

　軽自動車税は、その車やバイクを乗っている場所、あるい

は置いてある場所（定置場）の市区町村で課税されることに

なっています。酒々井町で、軽自動車を乗っている方や定置

場としている方で、酒々井町ナンバーや千葉ナンバーでない

方は、下表を参照のうえ、車検証の住所変更（ナンバー変更）

の手続きをお願いします。

問い合わせ　税務課住民税班☎ １１２

車　種 手続場所 持参するもの

原付自転車
（125㏄以下） 役場税務課または転出

先の軽自動車税担当課
ナンバープレート
標識交付証明書

小型特殊自動車

軽自動車
（４輪）

軽自動車検査協会千葉
事務所☎（245）0163
（転出の場合は、管轄す
る軽自動車検査協会）

ナンバープレート
印鑑
車検証
住民票
自賠責保険証

軽２輪
（126㏄〜250㏄）

千葉運輸支局
☎ 050（5540）2022
（転出の場合は、管轄す
る陸運支局）

２輪小型自動車
（250㏄超）

6

軽自動車の住所変更

＜表１＞　生命保険料控除額

＜表２＞　年齢別の扶養控除額

全体の

控除限度額

所得税　10万円 全体の

控除限度額

所得税　12万円

住民税　 7万円 住民税　 7万円

一般生命保険料控除 一般生命保険料控除

控除限度額
（所得税　5万円）

控除限度額
（所得税　4万円）

（住民税 3.5 万円） （住民税 2.8 万円）

個人年金保険料控除 個人年金保険料控除

控除限度額
（所得税　5万円）

控除限度額
（所得税　4万円）

（住民税 3.5 万円） （住民税 2.8 万円）

介護医療保険料控除（新設）

控除限度額
（所得税　4万円）

（住民税 2.8 万円）

旧契約（契約締結日が平成 23 年 12 月
31日以前）の場合

※一般生命保険料控除および個人年金保険
料控除について、新契約と旧契約の両方に
該当する場合は、限度額が異なりますので、
詳しくは税務課または成田税務署にご確認
ください。

新契約（契約締結日が平成 24 年 1 月
1 日以降）の場合

控除対象扶養
親族の年齢

改正前の控除額 改正後の控除額

所得税 住民税 所得税 住民税

16歳未満 38 万円 33 万円 控除対象外（廃止）

16歳以上
19 歳未満 63 万円 45 万円 38 万円 33 万円

19 歳以上
23 歳未満 63 万円 45 万円 63 万円

（変更なし）
45 万円
（変更なし）

生
命
保
険
料
控
除
の
改
正

扶
養
控
除
等
の
改
正

年
金
所
得
者
の
申
告
の
簡
素
化



二十歳になったら
国民年金の加入手続きを

確
定
申
告
期
間
（
２
月
18
日
㈪
〜
３
月
15
日
㈮
）
に
先
が
け

２
月
１
日
㈮
か
ら
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
で
確
定
申
告
作
成
会
場
が
開
設

　
酒
々
井
町
を
所
管
し
て
い
る
成

田
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
期
間

（
２
月
18
日
㈪
～
３
月
15
日
㈮
）

に
先
が
け
、
平
成
24
年
分
の
所
得

税
・
贈
与
税
・
個
人
消
費
税
の
確

定
申
告
作
成
・
提
出
会
場
を
次
の

と
お
り
設
置
し
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
期
間
中
は
、
町
中

央
公
民
館
で
も
所
得
税
の
確
定
申

告
会
場
を
設
置
し
ま
す
。
詳
し
く

は
広
報
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

会
　
場
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
２

階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
成
田
市
ウ
イ

ン
グ
土
屋
24
）

期
　
間
　
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

２
月
１
日
㈮
か
ら
３
月
15
日
㈮

※
イ
オ
ン
会
場
で
は
、
２
月
24
日

㈰
、
３
月
３
日
㈰
に
限
り
休
日
開

場
し
ま
す
。

時
　
間
　
受
付
９
時
～
16
時
（
提

出
は
17
時
ま
で
）

※
９
時
か
ら
10
時
ま
で
は
立
体
駐

車
場
３
階
の
連
絡
通
路
か
ら
入
る

２
階
「
Ｃ
」
入
口
が
専
用
口
に
な

り
ま
す
。

※
12
時
か
ら
13
時
の
間
は
、
職
員

が
交
代
で
相
談
に
あ
た
る
た
め
、

多
少
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

交
通
ア
ク
セ
ス
　
京
成
成
田
駅
６

番
バ
ス
乗
り
場
か
ら
乗
車
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
成
田
で
下
車

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

▼�

納
税
証
明
書
は
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
成
田
の
会
場
で
は
発
行
し
て

い
ま
せ
ん
。
成
田
税
務
署
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
に
は
、
納

税
窓
口
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く

か
、
ま
た
は
最
寄
り
の
金
融
機

関
で
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

作
成
済
み
の
申
告
書
は
、
土
・

日
・
祝
日
を
除
き
、
成
田
税
務

署
内
で
提
出
を
受
け
付
け
ま

す
。
成
田
税
務
署
内
に
確
定
申

告
書
の
作
成
会
場
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
待
ち
い
た
だ
く
場

合
が
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
成
田
税
務
署

☎
０
４
７
６
（
２
８
）
５
１
５
１

※
電
話
は
自
動
音
声
で
お
受
け

し
、
用
件
に
応
じ
て
担
当
者
が
お

答
え
し
ま
す
。

税
務
課
住
民
税
班
☎

１
１
２
・

１
１
３

　
20
歳
に
な
っ
た
学
生
や
自
営
業

者
な
ど
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
対
象
と
な
る
方
に
は
、
20
歳
の

誕
生
月
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
前

月
）
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
封
書

が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
同
封
さ

れ
た
書
類
「
国
民
年
金
被
保
険
者

資
格
取
得
届
書
」
に
記
入
し
、
誕

生
月（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
前
月
）

内
に
住
民
課
年
金
班
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
誕
生
月
（
１
日
生
ま
れ

の
方
は
前
月
）
か
ら
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
生
じ
ま

す
。

　
な
お
、
納
付
方
法
等
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
付
加
保
険
料
を
追
加
す
る

②
前
納
で
納
付
す
る

③
口
座
振
替
で
納
付
す
る

　
ま
た
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

納
付
が
困
難
な
場
合
は

 

・
学
生
の
方
は
学
生
証
（
コ
ピ
ー

可
）
を
持
参
の
う
え
「
学
生
納
付

特
例
申
請
書
」

 

・
学
生
以
外
の
方
は
「
免
除
・
納

付
猶
予
申
請
書
」
を
「
資
格
取
得

届
書
」
と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が

で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど

に
も
年
金
を
支
給
す
る
な
ど
「
万

が
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年

金
制
度
で
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
年
金
班

☎

１
２
１ 

・
１
２
２

　
総
務
省
統
計
局
と
千
葉
県
で
は
、

毎
月
、
労
働
力
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
の
経
済
政
策

や
雇
用
対
策
な
ど
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
重
要
な

調
査
で
総
務
省
が
毎
月
公
表
し
て

い
る
『
完
全
失
業
率
』
は
、
こ
の

調
査
を
も
と
に
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
調
査
対
象
は
、
中
央
台
３
丁
目

の
一
部
の
世
帯
で
す
。
調
査
員
が

調
査
票
を
持
っ
て
、
自
宅
に
伺
い

ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
県
総
合
企
画
部
統

計
課
☎
（
２
２
３
）
２
２
２
０
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平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
入
園

を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、
次
の

日
程
で
受
付
お
よ
び
面
接
を
行
い

ま
す
。

　
必
要
書
類
を
持
参
し
、
子
ど
も

と
一
緒
に
希
望
す
る
保
育
園
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、申
込
用
紙
は
各
保
育
園
、

こ
ど
も
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

●
中
央
保
育
園
　
１
月
16
日
㈬

　
13
時
30
分
～
17
時

●
岩
橋
保
育
園
　
１
月
17
日
㈭
、

　
18
日
㈮
　
13
時
30
分
～
17
時

※
事
前
申
込
・
予
約
は
不
要
で
す
。

●�

昭
苑
保
育
園
　
次
の
日
時
の
中

で
、
事
前
に
電
話
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
面
接
は
15

分
単
位
で
す
。
　

　
１
月
10
日
㈭
、
11
日
㈮
　

　
10
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時

　
昭
苑
保
育
園
☎
（
３
１
２
）
４

　
７
９
７

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
課
子
育
て

支
援
班
☎

３
７
１

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
選
挙

資
格
を
調
査
し
、
調
製
し
ま
す
。

　
平
成
25
年
分
名
簿
登
載
申
請
書

の
配
布
、
回
収
に
つ
い
て
各
地
区

の
農
業
委
員
、
農
家
組
合
長
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
10
日
㈭
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

【
申
請
要
件
】

▼
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

▼�

平
成
５
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

▼
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
�10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

　
し
て
い
る
方

②�

①
の
方
と
「
同
居
の
親
族
ま
た

は
そ
の
配
偶
者
で
年
間
お
お
む

ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る

方
③
�10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

　�

し
て
い
る
農
業
生
産
法
人
の
組

合
員
、
社
員
ま
た
は
株
主
で
あ

　�

っ
て
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
以

上
耕
作
に
従
事
す
る
方

※
こ
の
申
請
書
は
、
農
業
委
員
会

で
審
査
し
選
挙
管
理
委
員
会
へ
送

付
し
ま
す
。

　
な
お
、申
請
書
が
不
足
し
た
り
、

届
い
て
い
な
い
方
は
、
地
元
の
農

業
委
員
、
農
家
組
合
長
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
農
業
委
員
会
事
務

局
☎

３
５
１

総
務
課
内
選
挙
管
理
委
員
会

☎

２
１
２

　
町
立
図
書
館
で
は
、
資
料
を
点

検
す
る
た
め
、
１
月
29
日
㈫
か
ら

２
月
２
日
㈯
ま
で
臨
時
休
館
に
し

ま
す
。

　
期
間
中
は
す
べ
て
の
業
務
を
停

止
し
ま
す
の
で
、
図
書
の
返
却
は

事
務
室
窓
口
ま
た
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス

ト
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ

オ
は
、
破
損
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
務
室
窓
口
に
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
町
立
図
書
館

☎
（
４
９
６
）
８
６
８
２

平
成
25
年
度
保
育
園
入
園
案
内

　次のとおり移動

交番を開設して各

種届出の受理や周

辺の警戒、巡回パトロール等を行い、地域

の実情に沿った情報発信や犯罪抑止活動を

行います。

開設日時
１月 9 日㈬　 10 時～ 11 時 30 分

１月 30 日㈬　14 時～ 15 時 30 分

場　所　駅前交流センター（ＪＲ酒々井駅
東口広場）

※諸事情により開設できない場合もありま

す。

問い合わせ　佐倉警察署移動交番係
☎（４８４）０１１０

中央公民館は

日曜月 も利用できます

１月の移動交番開設日

　中央公民館は月曜日も夜間を除き、ご利

用いただけます。

利用を希望する場合は、１か月前から５日

前までに利用の申請をしてください。

※月曜日が祝日の場合や施設管理に伴う定

期点検等の場合は休館となります。

問い合わせ　中央公民館☎（４９６）５３
２１

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

登
載
は
１
月
10
日
㈭
ま
で
に

町
立
図
書
館
は

１
月
29
日
㈫
か
ら

２
月
２
日
㈯
ま
で

臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
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　国は新型インフルエンザおよび全国的かつ急速な

蔓
まんえん

延の恐れのある新感染症に対する対策の強化を図り、

国民の生命および健康を保護し、国民生活および国民

経済に及ぼす影響を最小にするため、「新型インフルエ

ンザ等対策特別措置法」を制定しました。町では、こ

れにならい、病原性が高い新型インフルエンザ等に対し、

町民の生命や健康を保護し、住民生活に及ぼす影響を

最小となるようにするため「酒々井町新型インフルエン

ザ等対策本部条例」の制定準備を進めています。

　条例の内容を良いものにするために、皆さんのご意見

を募集します。

※新型インフルエンザ等対策特別措置法では、危

機管理としての新型感染症対策のために、体制整

備等（行動計画の作成および緊急事態等における

対策本部の設置等）を図ることとしています。

町の行動計画は、総合的かつ迅速な対策とするため、

条例制定後に県行動計画に基づき作成・公表します。

　新型インフルエンザ等の蔓
まんえん

延防止に、迅速な対応

を実行するための明確な体制を構築します。

①�感染拡大を可能な限り抑制し、健康被害を最小限

にとどめます。

②社会・経済を破
はたん

綻させないようにします。

　政府が発令する緊急事態宣言により町対策本部を

設置します。

①�町は、行動計画に基づき、新型インフルエンザ等

対策を的確かつ迅速に実施します。

②保健医療福祉関係者は、臨時に予防接種を行います。

　町長を本部長とし、本部員には副町長、教育長、

消防署長、その他を任命します。

①�新型インフルエンザ等に関する情報を事業者およ

び住民へ適切な方法により提供します。

②�住民に対する予防接種の実施、その他の新型イン

フルエンザ等の蔓
まんえん

延の防止に関する措置を実施し

ます。

③�生活環境の保全、その他の住民の生活および地域

経済の安定に関する措置を実施します。

④その他必要と認めるものを実施します。

募集期間　１月 4日㈮～ 1月 31 日㈭
閲覧場所　健康福祉課、保健センター、中央公民館、プ
リミエール酒々井、酒々井コミュニティプラザ、井戸端

（交流サロン）、社会福祉協議会、町ホームページ

提出方法　住所、氏名、電話番号を明記し、次の①から
④の方法で提出してください。なお、様式は任意です。

①保健センター窓口へ持参　②郵便　③ファックス

④電子メール　※文書または電子的記録として残るもの

で提出してください。

結果公表　後日、町ホームページで公表する予定です。
提出・問い合わせ　保健センター
〒２８５－８５１０　酒々井町中央台４‐１０‐１

☎（４９６）００９０　 （４９６）８４５３

Ｅメール　kenkou@town.shisui.chiba.jp

｢酒々井町新型インフルエンザ等対策本部条例（案）｣
　　　　　　　　　　　　　　　　に対する意見を募集

酒々井町新型インフルエンザ等対策本部条例（案）の概念図

行 動 計 画
基 本 方 針

役 割

対 策 本 部

行 動 計 画 の 実 施

町は町民の生命健康の保持に寄与するため
新型インフルエンザ等対策を総合的に推進

調整する本部条例を制定します。
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日
　
時
　
１
月
20
日
㈰
　
９
時
～

12
時
（
受
付
８
時
30
分
～
）

会
　
場
　
大
室
台
小
学
校
体
育
館

参
加
費
　
３
０
０
円

持
ち
物
　
は
さ
み
、
カ
ッ
タ
ー
、

定
規
、
の
り
、
筆
記
具
、
ド
ラ
イ

ヤ
ー

対
　
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
親
子

定
　
員
　
30
組
（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限
　
１
月
15
日
㈫
　
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
生
涯

学
習
課
社
会
教
育
班
☎（
４
９
６
）

５
３
３
４

日
　
時
　
１
月
20
日
㈰
　
13
時
30

分
～
15
時
（
受
付
13
時
～
）

※
雨
天
時
は
27
日
㈰
　
10
時
30
分

～
12
時
（
受
付
10
時
～
）

会
　
場
　
大
室
台
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド

参
加
費
　
無
料

使
用
た
こ
　
洋
だ
こ
を
除
く
手
づ

く
り
だ
こ

※
当
日
は
、
酒
々
井
中
学
校
美
術

部
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
大
だ
こ
を

あ
げ
ま
す
。

対
　
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

申
込
方
法
　
当
日
会
場
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
社
会

教
育
班
☎
（
４
９
６
）
５
３
３
４

親
子
で
た
こ
を
楽
し
も
う

親
子
た
こ
づ
く
り
教
室
・
た
こ
あ
げ
大
会

新
春
！

親
子
た
こ
づ
く
り
教
室

た
こ
あ
げ
大
会

　
友
達
や
職
場
の
仲
間
な
ど
を

誘
っ
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
当
日
は
、
酒
々
井
ユ
ネ
ス
コ
協

会
の
ご
協
力
で
、
と
ん
汁
の
無
料

配
布
も
あ
り
ま
す
の
で
、
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
　
日
　
１
月
12
日
㈯
　

※
雨
天
中
止

受
　
付
　
総
合
公
園
球
技
場
に
お

い
て
、
午
前
８
時
30
分
か
ら

（
当
日
申
込
可
）

競
技
開
始
　
９
時
40
分
予
定

コ
�
ス
　
総
合
公
園
球
技
場
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
公
園
内

（
１
周
約
１
ｋ
ｍ
）
特
設
コ
ー
ス

参
加
資
格
　
小
学
４
年
生
以
上
で

町
内
在
住
、
在
学
、
在
勤
の
方
。

こ
の
条
件
で
家
族
、
友
人
、
職
場

の
仲
間
な
ど
５
人
１
組
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

部
　
門
　
小
学
生
の
部
・
中
学
生

男
子
の
部
・
中
学
生
女
子
の
部
・

一
般
の
部

参
加
費
　
一
人
　
１
０
０
円

主
　
催
　
体
育
協
会
陸
上
専
門
部

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
班
☎
（
４
９
６
）
５
３

３
４

﹁
町
駅
伝
競
走
大
会
﹂

参
加
チ
�
ム
募
集

期　日　３月３日㈰、10 日㈰
　　　　（予備日 23 日㈯、30 日㈯）

会　場　岩名運動公園テニス場（佐倉市）
　　　　直弥公園テニス場（佐倉市）

種　目　ダブルス（男子）　一般、45 歳以上
55 歳以上、（女子）一般、45 歳以上

参加資格　印旛郡市各市町在住者（中・高生可）
および在勤者

参加費　１組 2,500 円、中高生は 1,500 円
　　　　（傷害保険加入）

申込期間　１月 15 日㈫〜２月３日㈰
問い合わせ　町体育協会テニス専門部　今井
☎（４９６）２０７５、大会本部事務局　田内

☎０４７（４９２）２１０５

第４回印旛郡市民親善
テニス大会参加者募集

風に向かって走り出し、「さぁ、あがれー」　（昨年の大会から）
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広告

アフラック（アメリカンファミリー生命保険）の
お問い合わせ、申し込みは

酒々井町中央台 3－3－1  ハイツ 7棟－302
電話：043－496－7190
携帯：090－3508－8637

募集代理店　 森　常男

広報ニューしすいに
　　  広告を掲載しませんか

このスペースで

１回5,000円 !

申し込み・問い合わせ　経営企画課広報広聴班☎（496）1171　222

申し込みは掲載希望月の前々月の25日まで
※詳しくは、町ホームページをご覧いただくか、
　経営企画課まで。

　「
傾
聴
」
と
は
、
耳
を
傾
け
て

熱
心
に
話
を
「
聴
く
」
こ
と
で
す
。

　
傾
聴
を
心
が
け
る
と
、
人
間
関

係
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
り
、
相

手
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
に

役
立
ち
ま
す
。

　
今
回
は
、
高
齢
者
に
対
し
て
の

傾
聴
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
一
度「
傾
聴
」

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日
　
時
　
１
月
28
日
㈪

　
　
　
　
10
時
～
12
時

会
　
場
　
社
会
福
祉
協
議
会
・
会

議
室
（
２
階
）

内
　
容
　
高
齢
者
に
対
し
て
の
関

わ
り
方

講
　
師
　
眞
鍋
　
里
美
さ
ん

定
　
員
　
30
人
（
申
込
先
着
順
）

（
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
の
で
、

乗
り
合
わ
せ
等
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。）

申
込
期
限
　
１
月
18
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
社
会

福
祉
協
議
会
☎
（
４
９
６
）
６
６

３
５

　
町
で
は
、
住
民
と
行
政
と
の
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
た
め
に
、「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
研
修
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
講
師
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ち
ば
市
民
活
動
・
市
民
事
業
サ

ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
代
表
理
事
の
牧
野

昌
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
、「
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
講
座
」
と
し
て
、
住
民

活
動
の
意
義
と
役
割
、
住
民
活
動

の
運
営
ポ
イ
ン
ト
（
目
的
・
人
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
資
金
）
に
つ
い

て
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
す
。

　「
支
援
者
・
協
力
者
が
増
え
な

い
」、「
活
動
資
金
の
確
保
が
で
き

な
い
」
と
い
っ
た
、
日
頃
抱
え
て

い
る
課
題
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

日
　
時
　
１
月
29
日
㈫

　
　
　
　
18
時
～
20
時
30
分

会
　
場
　
中
央
公
民
館
研
修
室

定
　
員
　
40
人
（
申
込
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
住
民

協
働
課
☎

３
６
１

　
町
隣
保
館
で
は
、
四
季
折
々
の

料
理
づ
く
り
を
通
し
て
、
交
流
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

日
　
時
　
１
月
27
日
㈰

　
　
　
　
９
時
～
12
時

会
　
場
　
町
隣
保
館

講
　
師
　
小
別
當
ひ
ろ
子
さ
ん

参
加
費
　
５
０
０
円
程
度
（
材
料

代
）
当
日
集
金
し
ま
す
。

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

定
　
員
　
12
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
１
月
５
日
㈯
の
９
時

か
ら
電
話
で
隣
保
館
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
隣
保
館
☎
（
４
９

６
）
１
１
０
７

傾
聴
を
学
ん
で
聴
き

上
手
に
な
り
ま
せ
ん
か

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
住
民
活
動
団
体
の

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
」

協
働
の

ま
ち
づ
く
り
研
修
会

料
理
作
り
で

　
　
　 

交
流
会

日　時　１月 19 日㈯　開場 13 時 30 分　開演 14 時
会　場　プリミエール酒々井
入　場　無料
演　奏　村上正治記念ちばマスターズオーケストラ
指　揮　齋藤純一郎
司　会　松本やすこ
曲　目　となりのトトロより「さんぽ」、ディズニーマジッ
ク、アンパンマンマーチ、カルメン前奏曲、ウィーンの森

の物語、白鳥の湖よりワルツと白鳥の踊り他

主　催　村上正治記念ちばマスターズオーケストラ、千葉
県オールトヨタ販売店、トヨタ自動車株式会社

共　催　蛍雪学園
協　力　㈳日本アマチュアオーケストラ連盟
後　援　町、町教育委員会、千葉交響楽団協会
問い合わせ　佐久間英機☎０９０（３４３１）８８０２
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小
・
中
学
生
が
職
場
体
験

　
千
葉
県
教
育
委
員
会
で
は
、小
・

中
・
高
校
生
の
勤
労
観
・
職
業
観

の
育
成
や
職
業
選
択
能
力
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
児
童
・

生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
小
・
中
学
校
３
校
で
は
、

町
商
工
会
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
協
力
の
も
と
、
町
内
外
の
事
業

所
の
ご
厚
意
で
、
子
ど
も
た
ち
が

貴
重
な
体
験
学
習
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課

☎

３
１
２

　
第
55
回
小
学
生
中
学
生
全
国
空

手
道
選
手
権
大
会
が
７
月
28
、
29

日
に
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
ア

リ
ー
ナ
　
エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
当
町
か
ら
は
体
育
協
会
空
手
道

部
の
選
手
が
出
場
し
、
樋ひ
ぬ
ま沼

空く
う
と音

さ
ん
が
小
学
４
年
男
子
組
手
で
準

優
勝
と
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し

た
。

　
酒
々
井
ミ
ッ
ク
ス
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
が
10
月
28
日
、
大
室
台
小

学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
一
般
の
方
30
組
60
人

の
参
加
が
あ
り
、
各
部
門
と
も
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
入
賞
さ
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。
　
　（
敬
称
略
）

【
１
部
︵
上
級
︶】

優
　
勝
　
大
木
・
大
木
ペ
ア

準
優
勝
　
伊
藤
・
村
松
ペ
ア

第
３
位
　
吉
井
・
伊
藤
ペ
ア

　
　
　
　
林
・
羽は

わ

か

べ

若
部
ペ
ア

　
　
　
　
松
本
・
平
井
ペ
ア

　
　
　
　
斉
藤
・
岩
井
ペ
ア

【
２
部
︵
中
級
︶】

優
　
勝
　
稲
垣
・
宮
崎
ペ
ア

準
優
勝
　
古
巣
・
伊
藤
ペ
ア

第
３
位
　
田
村
・
田
村
ペ
ア

パン屋さんで生地を丸める子どもたち（酒々井小学校）

福祉施設で職場体験（大室台小学校）飲食店で職場体験（酒々井中学校）

樋
沼
さ
ん
が

全
国
大
会
準
優
勝

酒
々
井
ミ
�
ク
ス

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

エ
コ
ト
ピ
ア

　
　
　
酒
々
井
で
の
一
日

　
　
　
大
室
台
小
学
校

　
　
　
　
　
６
年
　
長
内
愛
笑
　

　
私
は
、
職
場
体
験
で
エ
コ
ト

ピ
ア
酒
々
井
に
行
き
ま
し
た
。

　
エ
コ
ト
ピ
ア
酒
々
井
で
は
、

元
気
な
お
年
寄
り
の
方
が
た
く

さ
ん
い
ま
し
た
。
音
楽
を
聴
い

た
り
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
し
て
、

と
て
も
良
い
環
境
で
楽
し
そ
う

に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
将
来
、
エ
コ
ト
ピ
ア
酒

々
井
の
人
の
よ
う
な
福
祉
士
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

お
さ
な
い
ま
な 

え
組手の部で準優勝した樋沼さん
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♦ 

俳
　
句

♦ 

短
　
歌

お
ほ
か
た
は
末う

ら

が枯
れ
沼
の
景
と
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
遊
琴

帯
と
け
ば
足
に
ま
つ
わ
る
愁し
ゅ
う
し思

か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
井
　
和
子

運
動
会
テ
ー
プ
切
る
子
の
得
意
顔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
　
緑
酔

一
等
の
佳よ

さ
は
分
か
ら
ず
菊
花
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
村
　
良
靖

町
並
に
古
き
家
有
り
柿
実
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
田
美
津
江

連
れ
立
ち
て
絆
を
深
む
秋
の
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
木
　
　
元

ち
り
つ
く
し
い
ち
ょ
う
は
だ
か
の
大
立
ち
に
　
　
　
　
　
　
松
居
美
智
子

夢
か
な
い
フ
ラ
ン
ス
に
発
つ
神
無
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヨ
子

白
川
郷
に
秋
草
咲
き
て
夕
映
え
の
合
掌
造
り
は
絵
を
見
る
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
栄
子

赤
ト
ン
ボ
一ひ
と
ま
わ廻
り
し
て
元
の
枝
に
静
か
な
秋
の
暖
か
な
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
山
　
章
子

枝
を
切
る
植
木
屋
さ
ん
の
鋏
は
さ
み

の
音
リ
ズ
ム
軽
や
か
に
空
に
響
か
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
井
　
和
子

次
々
と
浮
び
て
は
消
え
て
思
い
出
は
た
だ
懐
か
し
く
慕
わ
し
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
康
子

氷
河
抱
く
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
の
裾
に
立
つ
た
だ
茫ぼ
う
ぼ
う々

と
し
て
我
は
点
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
教
子

　
社
会
福
祉
法
人
酒
々
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

（
金
銭
）

・
職
工
組
合
「
匠
の
会
」
　
３
万
円

・
レ
ッ
ツ
ダ
ン
ス
酒
々
井
　
１
万
円

・
５
円
玉
　
　
　
　
７
千
４
６
５
円

・
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
円

・
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
５
千
円

・
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
１
千
円

あ
り
が
と
う

京
増

　哲
誠
く
ん
（
上
岩
橋
）

　
　
　
　〈
平
成
１８
年
4
月
２７
日
生
ま
れ
〉

て
っ
せ
い

き
ょ
う
そ
う

225

（家族から一言）4月から1年生になりま
す。お友だちをたくさんつくって楽しい
小学校生活を送ってね。

　
第
４
回
町
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
が
11
月
10
日
、
し
す
い
の
森

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
町

内
は
も
と
よ
り
、
東
京
都
、
埼
玉

県
、
茨
城
県
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛

好
者
２
０
７
人（
男
性
１
４
６
人
、

女
性
61
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
一
緒
に
プ
レ
ー
す

る
人
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら

も
ク
ラ
ブ
を
握
る
と
真
剣
な
表
情

に
。
36
ホ
ー
ル
を
１
本
の
ク
ラ
ブ

の
み
で
プ
レ
ー
す
る
た
め
、
ホ
ー

ル
の
攻
略
方
法
を
考
え
な
が
ら
プ

レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
上
位
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。
　
　
　
　（
敬
称
略
）

【
男
性
の
部
】

優
　
勝
　
川
又
　
秀
幸
（
茨
城
県

鉾
田
市
）

準
優
勝
　
佐
々
木
　
政
宜
（
富
里

市
）

第
３
位
　
伊
藤
　
甫
は
じ
め

（
成
田
市
）

【
女
性
の
部
】

優
　
勝
　
佐
々
木
　
嘉
穂
子
（
船

橋
市
）

準
優
勝
　
川
又
　
幸
子
（
茨
城
県

鉾
田
市
）

第
３
位
　
鶴
岡
　
直
江
（
茨
城
県

牛
久
市
）

　
町
ゴ
ル
フ
大
会
が
11
月
14
日
、

京
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
山
武
郡

芝
山
町
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
98
人
の
方
が
参
加
し
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

　
な
お
、
上
位
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

優
　
勝
　
林
　
　
　
哲

準
優
勝
　
山
本
　
英
司

第
３
位
　
諸
岡
　
好
一

― 

町
内
外
か
ら
２
０
７
人
が
参
加 

―

町
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
盛
大
に
開
催

幅広い年齢層の方がプレーを楽しみました

町
ゴ
ル
フ
大
会
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親
子
で
楽
し
く
味
噌
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

仕
込
ん
だ
味
噌
は
10
月
頃
か
ら
食
べ
ら
れ
ま

す
。

内
　
容
　
味
噌
１
．
５
キ
ロ
の
仕
込
み
、
酒

々
井
町
産
野
菜
の
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
味
噌
汁

と
お
に
ぎ
り
づ
く
り
、
栄
養
士
に
よ
る
食
育

の
話

日
　
時
　
１
月
26
日
㈯
　
10
時
～
13
時
30
分

（
受
付
９
時
30
分
～
）

会
　
場
　
生
涯
生
活
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
小
学
生
か
ら
高
校
生
の
親
子

定
　
員
　
15
組
30
人
（
申
込
先
着
順
）

費
　
用
　
１
組
　
１
、０
０
０
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん

１
枚
、
手
拭
き
、
マ
ス
ク
、
飲
み
物

申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
（
４
９
６
）
０
０
９
０

　　
夜
間
、
お
子
さ
ん
の
具
合
が
急
に
悪
く

な
っ
た
と
き
に
、
看
護
師
や
小
児
科
医
が
電

話
で
お
子
さ
ん
の
症
状
を
伺
い
、
す
ぐ
に
医

療
機
関
で
受
診
し
た
ほ
う
が
良
い
か
、
家
で

様
子
を
み
て
も
大
丈
夫
か
な
ど
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。

相
談
時
間
　
19
時
～
22
時
（
年
中
無
休
）

☎
＃
８
０
０
０
　
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
方
は

（
２
４
２
）
９
９
３
９

　
人
は
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
体
も
変
化
し

て
き
ま
す
。
介
護
予
防
教
室
の
講
座
に
参
加

し
て
、
毎
日
を
い
き
い
き
と
暮
ら
す
ヒ
ン
ト

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
体
操
や
ゲ
ー
ム
な
ど
開
催
日
ご
と
に
さ
ま

ざ
ま
な
企
画
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

期
　
日
　
１
月
28
日
㈪
、
２
月
４
日
㈪
、
18

日
㈪
、
25
日
㈪
、
３
月
４
日
㈪
、
11
日
㈪
、

18
日
㈪
、
25
日
㈪
、

時
　
間
　
10
時
～
11
時
30
分

会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
飲
み
物
、
上
ぐ
つ
、
タ
オ
ル
、
動

き
や
す
い
服
装

対
　
象
　
70
歳
以
上
の
方
で
、
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
方

費
　
用
　
無
料

定
　
員
　
20
人
（
申
込
先
着
順
）

※
毎
回
血
圧
を
測
定
し
ま
す
の
で
、
早
め
に

お
越
し
く
だ
さ
い

申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
（
４
９
６
）
０
０
９
０

　
口
腔
の
機
能
低
下
は
体
全
体
の
健
康
に
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
食
べ
方
や
飲
み
込
み
に

つ
い
て
学
び
、
健
康
を
違
っ
た
角
度
か
ら
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

期
　
日
　
２
月
７
日
㈭
、
14
日
㈭
、
20
日
㈬
、

28
日
㈭
、
３
月
７
日
㈭

時
　
間
　
10
時
～
12
時
　
※
２
月
20
日
㈬
は

９
時
30
分
か
ら
13
時
と
な
り
ま
す
。

会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
公
民
館
調

理
室
　

内
　
容
　〈
表
１
〉
の
と
お
り

講
　
師
　
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、
栄
養

士持
ち
物
　
飲
み
物
・
筆
記
用
具

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方

費
　
用
　
無
料

定
　
員
　
10
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
毎
回
血
圧
測
定
を
し
ま
す
の
で
、
早
め
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　日
　
時
　
１
月
20
日
㈰
、
27
日
㈰

　
　
　
　
９
時
30
分
～
17
時

会
　
場
　
千
葉
県
歯
科
医
師
会
館

定
　
員
　
１
０
０
人
（
申
込
先
着
順
）

費
　
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
千
葉
県
歯
科
医

師
会
☎
（
２
４
１
）
６
４
７
１

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
に
貢
献
し
た

い
と
の
想
い
か
ら
、
成
田
赤
十
字
病
院
が
医

師
を
講
師
に
開
催
し
て
い
る
講
座
の
ご
案
内

で
す
。

日
　
時
　
１
月
30
日
㈬
　
14
時
～
15
時
30
分

（
13
時
30
分
開
場
）

講
　
師
　
成
田
赤
十
字
病
院
　
第
二
精
神
神

経
科
　
小
池
　
香
副
部
長

会
　
場
　
成
田
赤
十
字
病
院
　
Ａ
棟
８
階
講

堂定
　
員
　
１
０
０
人
（
申
込
先
着
順
）

費
　
用
　
無
料

申
込
方
法
　
電
話
も
し
く
は
、
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
記
入
し
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
病
院
内
で
申
し
込
み
さ
れ
る
場

合
は
総
合
案
内
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
成
田
赤
十
字
病
院
社
会
課

〒
２
８
６
︲
８
５
２
３

成
田
市
飯
田
町
90
︲
１

☎
０
４
７
６
（
２
２
）
２
３
１
１

７
５
０
２
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介
護
予
防
教
室

こ
ど
も
救
急

　
　
電
話
相
談

あ
な
た
の
元
気
応
援
団

お
い
し
く
食
べ
て

歯
�
ピ
�
�
に
な
ろ
う

親
子
ふ
れ
あ
い
旬
の
食
育
教
室

﹃
み
そ
作
り
﹄

歯
科
衛
生
士
の
復
職
支
援

研
究
会

市
民
公
開
講
座

﹁
思
春
期
の

　  

子
ど
も
と
の
接
し
方
﹂

＜表 1＞講座内容
№ 内　　　　容

１ 開講式・健
けんこう

口チェック
健口体操で若さを保とう！　

２ 食べることとは？

3 みんなで歯ッピィークッキング

4 よく噛んで長生きに

5
いつまでも健口でいるために
健口チェック

親
子
ふ
れ
あ
い
旬
の
食
育
教
室



　
安
心
し
て
出
産
・
育
児
を
す
る
た
め
に
、

ま
た
、
友
達
作
り
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容
　〈
表
２
〉
の
と
お
り

会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具

費
　
用
　
無
料

申
込
方
法
　
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
は
各
回
の

３
日
前
ま
で
に
、
マ
マ
パ
パ
ク
ラ
ス
は
２
月

15
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
１
回
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

☎
（
４
９
６
）
０
０
９
０

※受診の際は、保険証をお持ちください。

◎印旛市郡小児初期急病診療所
　（0～15歳まで）
所在　佐倉市江原台2-27
　　   （佐倉市健康管理センター内）
　　　☎（485）3355
日時

◎成田市急病診療所
所在　成田市赤坂1-3-1
　　   （成田市保健福祉館内）
　　　☎0476（27）1116
※来診希望の方は、まずお電話ください。

こども急病電話相談
毎日夜間　19時～ 22時
電話　＃8000
　　　（ダイヤル電話からは☎（242）9939）

診療科目および日時

会場：保健センター

保健センター　☎（496）0090
問い合わせ

診療科目 診　療　時　間 診　　療　　日

内 科 ・
小 児 科

10時～17時
日曜・祝日
1日～3日

19時～23時 毎　　　日

外 科 10時～17時 日曜・祝日
1日～3日歯 科 10時～17時

予防接種

乳幼児
BCG・麻しん風しん混合・百日せき
ジフテリア破傷風混合・不活化ポリ
オ（単抗原）・4種混合・日本脳炎

委託医療機関で
実施中

月～土曜日 　19時～翌日６時

日曜・祝日 　９時～ 17時、
　19時～翌日６時

　
休
日
や
夜
間
な
ど
は
、
か
か
り
つ
け
の
お

医
者
さ
ん
に
相
談
し
よ
う
に
も
で
き
ず
に
困

る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
多
く
の
医
療
機
関
が
休
診
す
る

時
間
帯
に
急
に
具
合
が
悪
く
な
ら
れ
た
方

が
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
救
急
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
印
旛
市
郡
小
児
初
期
急
病
診

療
所
、
成
田
市
急
病
診
療
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
夜
間
や
休
日
の
「
か
か
り
つ

け
医
」
が
休
診
の
場
合
に
、
急
病
患
者
の
初

期
治
療
と
応
急
処
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
急
病
診
療
所
は
か
か
り
つ
け
医
で
行
う
治

療
と
は
異
な
る
部
分
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
日
中
な
る
べ
く
か
か
り
つ
け
医
で

受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
利
用

さ
れ
る
場
合
に
は
次
の
３
点
に
留
意
し
ま

し
ょ
う
。

①�

日
頃
か
ら
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
、
診
療

所
等
の
診
療
時
間
帯
に
で
き
る
だ
け
早
く

受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②�

症
状
が
軽
く
な
�
て
も
、
必
ず
か
か
り
つ

け
医
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

③�

急
病
診
療
で
は
対
応
が
難
し
い
症
状
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
必
ず
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
処
方
さ
れ
る
薬
は
、
苦
痛
を
和
ら

げ
た
り
、
病
気
の
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
す
る

た
め
の
も
の
が
主
体
で
、
１
日
分
が
原
則
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

日 内　　　容 時　　　間

7日㈪
21日㈪
28日㈪

健康相談 9時30分～11時

9日㈬
24日㈭ ゆりかごルーム 9時30分～12時

10日㈭
乳
児
相
談

10か月児Ｈ24.2月生 10時～11時

4か月児Ｈ24.8月生 13時30分～14時30分

21日㈪ ヘルシーウォーキング
受付時間

9時10分～9時20分

22日㈫
3歳児健康診査

H21.6月生・7月生
受付時間

12時45分～13時15分

H25. 1. 1 15

救
急
医
療
は

正
し
く
利
用

し
ま
し
�
う

マ
タ
ニ
テ
�
ク
ラ
ス

マ
マ
パ
パ
ク
ラ
ス

＜表２＞マタニティクラス・ママパパクラス

日　　時 内　　　容

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

１
１月23日㈬
13時30分〜15時30分

妊娠のしくみ
母乳栄養について

２
１月30日㈬
13時30分〜15時30分

妊娠中の栄養
離乳食について

３
２月６日㈬
13時30分〜16時

妊娠後期の過ごし方
分べんのしくみ

４
２月13日㈬
13時30分〜16時

赤ちゃんの保育、先輩ママとの交
流、妊娠中の歯の健康

＜ママパパクラス＞
２月23日㈯
12時30分〜15時30分

パパの妊婦体験、もく浴・調乳実習、
２人で行う妊婦体操、家族計画



　公益財団法人千葉県暴力団追放県民
会議では暴力相談を受けやすくするこ
とおよび暴力団からの被害の防止・保
護救済を図るため移動暴力団相談所を
開設します。
日時　１月23日㈬　10時～ 16時
会場　印旛地域振興事務所
対応者　常勤相談委員および弁護士等
民間委嘱の暴力相談委員他

http://www14.plala.or.jp/boutsui-
chiba/
問い合わせ　公益財団法人千葉県暴力
団追放県民会議事務局　☎（２４５）
８９３０ ０１２０（０８９）３５４

日時　毎週月曜日、水曜日（祝日、年
末年始を除く）　14時～ 17時
内容　土地・建物の登記、会社の登記、
日常生活のトラブル、相続、債務に関
する相談、賃貸借トラブル、民事裁判
手続きなど
相談専用電話　 ０１２０（９７１）
４３８　※事前申込不要
問い合わせ　千葉司法書士会☎（２４
６）２６６６

日時　１月９日㈬　9時～ 12時
会場　法務局佐倉支局、法務局成田出
張所
内容　土地境界問題、土地分筆、建物
新築登記など
費用　無料
問い合わせ　県土地家屋調査士会印旛
支部支部長：山﨑秀夫☎（４８６）４
０８７

納付期限
　 1月31日㈭まで

納税には便利な口座振替を

今月の納期
町 ・ 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
後期高齢者医療保険料

第 4 期
第 7 期
第 7 期

1月の

移動暴力
相談所を開設

日時　１月26日㈯　13時～ 16時
会場　成田市中央公民館
対応者　弁護士、労働安全衛生管理者、
ソーシャルワーカー他
費用　無料　※予約不要、当日受付
問い合わせ　千葉中央法律事務所
☎（２２５）４５６７

日時　毎月第２水曜日（原則予約制）
　　　13時～ 17時
会場　中央庁舎１階会議室
対象　15歳以上40歳未満の方または
その保護者
内容　職業的な自立を目指す若者やひ
きこもりに悩む保護者などを対象に専
門員が無料で相談に応じます。
申し込み・問い合わせ　ちば北総地域
若者サポートステーション
☎０４７６（３７）６８４４ 

司法書士による無料電話相談

土地家屋調査士登記相談

労災職業病なんでも相談会

相談所を開設

16

相 　 談

相　談　名 日　時�・�会　場 予約・問い合わせ　など

心配ごと相談 17日㈭、31日㈭　13時〜16時　社会福祉協議会 社会福祉協議会☎（４９６）６６３５

法律相談 10日㈭、24日㈭　13時〜16時　社会福祉協議会
社会福祉協議会☎（４９６）６６３５
※電話予約制です。事前にお申し込みください。
（申込先着順１日６件まで）

人権相談 ８日㈫　13時〜16時　役場西庁舎２階会議室 人権推進課人権啓発班☎ ３３１

身体障害者相談 月曜日〜金曜日（祝休日を除く）　９時〜17時
健康福祉課福祉班☎ １３５
相談員・鈴木秀子さん、長野みち子さん

知的障害者相談 月曜日〜金曜日（祝休日を除く）　９時〜17時
健康福祉課福祉班☎ １３５
相談員・福田美千代さん

障害者差別相談 月曜日〜金曜日（祝休日を除く）　９時〜17時
印旛健康福祉センター☎（４８６）５９９１

（２２２）４１３３

子ども相談（町） ８日㈫　13時〜16時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課福祉班☎ １３４

子ども相談（県）
月曜日〜金曜日（祝休日を除く）　９時〜16時
印旛健康福祉センター家庭児童相談室

印旛健康福祉センター地域保健福祉課
☎（４８３）１１２０　※電話による相談もできます

就学・教育相談 月曜日〜金曜日（祝休日を除く）　９時〜17時
学校教育課学校教育班☎ ３１２
※電話による相談もできます。

家庭教育相談 毎週木曜日、金曜日（祝休日を除く）　９時〜17時
生涯学習課社会教育班☎（４９６）５３３４
※電話による相談もできます。※相談日以外でもご連絡ください。

消費生活相談
11日㈮　10時〜15時　役場中央庁舎１階会議室
18日㈮　10時〜15時　役場中央庁舎１階会議室

経済環境課商工観光班☎ ３４６

子育て電話相談
岩橋保育園　月曜日〜金曜日（祝休日を除く）
　　　　　　９時〜17時※月曜日は栄養相談も
中央保育園　随時

岩橋保育園☎（４８１）７０２１
中央保育園☎（４９６）１２７４

年金相談
10日㈭　10時〜15時
住民課年金班へお越しください

住民課年金班☎ １２１・１２２

就労に悩みを抱えている若者を
応援する自立支援無料相談



インフォメーション
朝市 夕市

木曜市
朝　市＝役場駐車場（６時40分～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）

木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）
（1月17日㈭～）

毎週日曜日開催（1月20日㈰～）

　町を会場に計量器の定期検査を実施
します。
　商店・工場・病院・学校等で計量器
を商取引や各種証明（診断）などで使
用している場合は、計量法により２年
に１度、受検をする必要があります。
日時　２月５日㈫　10時30分～ 12時、
　　　13時～ 15時
会場　役場敷地内　公用車用の車庫
申し込み・問い合わせ　経済環境課商
工観光班☎ ３４６

　愛知ボランティアセンターでは、東
日本大震災により、両親、または保護
者を亡くされた方を対象に、応援金給
付申請者を募集しています。
応募資格

①�東日本大震災による直接的、間接的
な理由で両親（のどちらか）、また
は保護者を亡くされた方

②�平成２４年度において１８歳以下の
方（定時制高校生は１９歳以下も可）

※①と②ともに満たす方が対象
申込期限　３月末日（消印有効）
申し込み・問い合わせ　東日本大震災
被災者応援　愛知ボランティアセン
ター：久田光政☎０９０（６５９０）
３１１７

aichiborasen@gmail.com
http://aichiborasen.org/

　千葉県特定最低賃金（７業種）が平
成24年12月25日から下の表のとおり
改正されました。
問い合わせ　千葉労働局労働基準部賃
金室　☎（２２１）２３２８

①【手話学習会】

日時　１月５日㈯　10時～ 12時
会場　佐倉市中央公民館
＊ＯＨＰ、要約筆記で聞こえのサポー
トをします。
②【手話サロン】

日時　１月18日㈮　13時30分～ 16時
会場　町社会福祉協議会
※隣席で話し手の言葉を要約して紙面
に書いて情報を伝えます。

①・②ともに参加費無料、申し込み不
要。だれでも参加できます。
問い合わせ　ＮＰＯ千葉県中途失聴
者・難聴者協会印旛香取事務所　事務
局　板倉　☎０９０（５３０２）０３
８５　 （４４４）０２９８

　相談はすべて無料です。
【出張講座】

　サークルの仲間などで福祉や健康に
ついて勉強したいときは、ぜひ声をか
けてください。センターの職員がお伺
いします。
【在宅介護　かけはしの会】

　日頃、皆さんから寄せられる相談を
基に興味を持っていただけるテーマを
考え、「楽しくて、なるほど！」と納
得できる勉強会を開催しています。開
催日程等は、広報や地域包括支援セン
ターだよりでお知らせします。
【ミニギャラリー開催中】

　高齢の方や子ども、陶芸家などさま
ざまな方々の作品を展示しています。
気軽にお立ち寄りください。作品も随
時受け付けています。
問い合わせ　☎（４８１）６３９３

　呼吸とスロー運動で、音楽に合わせ
て楽しい時間を作りましょう。
日時　第１・２・３・４火曜日
　　　13時30分～ 15時30分
会場　中央公民館講堂
会費　月会費3,000円　入会費3,000円
問い合わせ　金尾☎（４９６）２７４
６　永田☎（４９６）２３６０

東日本大震災孤児遺児応援金申請者募集

千葉県特定最低賃金改正について

酒々井町地域包括支援センター

「健康太極拳」 会員募集
中途失聴・難聴者のみなさんへ

時間　9：00 ～ 11：00　お問い合わせは各保育園へ

子どものことで、気になることなどありましたら気軽にご相談ください。

∽ みんなおいでよ！ 園庭開放（１月の予定）∽

業　　種 改正時間額

調味料製造業 ８１７円

鉄鋼業 ８５７円

はん用機械器具
生産用機械器具製造業 ８３３円

電子部品 ･ デバイス ･
電子回路、電気機械器
具、情報通信機械器具
製造業

８３６円

計量器 ･ 測定器 ･ 分析
機器 ･ 試験機 ･ 測量機
械器具 ･ 理化学機械器
具製造業、医療用機械
器具 ･ 医療用品製造業、
光学機械器具 ･ レンズ
製造業、時計 ･ 同部分
品製造業、眼鏡製造業

８１９円

各種商品小売業 ７９５円

自動車（新車）小売業 ８２７円

岩橋保育園 ☎（481）7021 中央保育園 ☎（496）1274 対　象

親子で体操
身体測定 9日㈬ 親子で体操 9日㈬

乳幼児と保護者読み聞かせ 16日㈬
紙芝居
身体測定 23日㈬

親子で体操 23日㈬

H25. 1. 1 17

お 知 ら せ

特定計量器の定期検査
（集合検査）の実施

日時　１月８日㈫、22日㈫
　　　10時～11時30分　
会場　しすいあいあいルーム
　　　（役場西庁舎１階）
問い合わせ　こども課子育て支援班
☎　３７１内

育児のアドバイス
｢あいあいデー｣
育児のアドバイス
｢あいあいデー｣ 日時　１月８日㈫、22日㈫

　　　10時～11時30分　
会場　しすいあいあいルーム
　　　（役場西庁舎１階）
問い合わせ　こども課子育て支援班
☎　３７１内

育児のアドバイス
｢あいあいデー｣
育児のアドバイス
｢あいあいデー｣



◆ 酒々井町のホームページ  http://www.town.shisui.chiba.jp/ ◆

※テープに録音した「声の広報」もあります。詳しくは、お問い合わせください。　　社会福祉協議会☎（496）6635問

プリミエール酒々井休館日 1月1～4、7・15・21．28 問（496）8681

29日㈫～ 2月2日㈯

17日㈭ 図書館のみ休館

図書館臨時休館日

図書館館内整理日

問（496）8682

問（496）8682

休日窓口開庁日　27日（日）8:30 ～ 12:00

【住民課】 住民票・戸籍・印鑑証明等の交付、印鑑登録・戸
籍届書の受付（転入・転出等の住民異動に係るも
のは除く）

【税務課】 納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税
相談、収納（町税・国民健康保険税）
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「広報ニューしすい」の有料広告でＰＲしてみませんか！

申込期限　掲載希望月の前々月の25日まで
　　　　　３月号掲載希望者は１月25日㈮までに
広告の規格・掲載料
１号広告　縦4.5㎝×横8.6㎝　　�05,000円/回
２号広告　縦4.5㎝×横.18㎝　　�10,000円/回
３号広告　縦9.8㎝×横.18㎝　　�20,000円/回
※詳しくは町ホームページをご覧いただくか、経
営企画課広報広聴班までお問い合わせください。
☎ 043（496）1171　222内

18

日 行　　事　　名 掲　載
ページ

４㈮ 役場等公共施設業務開始（一部施設を除く）12月号11

５㈯
中央公民館、プリミエール、コミュニティ

プラザ、隣保館業務開始
12月号11

10㈭

農業委員会委員選挙人名簿登載申請期限 8

昭苑保育園入園受付・面接（～11日㈮） 8

おはなし会（15時30分～町立図書館）

12㈯ 町駅伝競走大会 10

13㈰ 成人式 12月号12

16㈬ 中央保育園入園受付・面接 8

17㈭ 岩橋保育園入園受付・面接（～18日㈮） 8

20㈰ 親子たこづくり教室・たこあげ大会 10

22㈫ 大室台小学校区　入学説明会 4

25㈮ 酒々井小学校区　入学説明会 4

27㈰ おはなし会（15時～町立図書館）

29㈫ 協働のまちづくり研修会 11

１月

搾りたての新酒（純米酒）が振る舞われ大盛況の会場

酒々井すいすい倶楽部　縣
あがた

会長の音頭で“乾杯”

搾
り
た
て
の
新
酒
を
堪
能

『
第
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回
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井
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祭
』


